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アレルギー疾患の症状が出ている人の割合は世

界的に増加の一途を辿り，その傾向は，とくに子ど
もにおいて顕著となっています。

室内環境におけるアレルギー対策を理解し実践す
るには、公衆衛生や建築関係など，研究分野を跨い
だ知識が必要となります。
そこで、日本臨床環境医学会環境アレルギー分

科会では、公衆衛生や建築分野の最先端の研究成
果を基に、室内環境アレルギーの基礎からアレル
ギー疾患の対策技術までを取りまとめ、出版するこ
ととしました。
本書が、公衆衛生や建築分野を学んでいる方か

ら実務ご担当の方まで、室内環境アレルギー対策に
お役立ていただけることを願っています。
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1.1　アレルギー疾患とは
1　アレルギー性鼻炎
2　アレルギー性結膜炎
3　気管支喘息
4　アトピー性皮膚炎
5　接触皮膚炎
6　アレルギー性気管支肺真菌症
7　過敏性肺炎
8　職業性喘息
9　職業性アレルギー性接触皮膚炎
10　職業性接触蕁麻疹

1.2　アレルギー疾患の疫学
1　気管支喘息
2　アレルギー性鼻炎
3　疫学 Epidemiology とは
4　アレルギー疾患の頻度の調査法

1.3　環境汚染とアレルギー疾患
1　環境要因とアレルギー
2　DEPによるアレルギー，気管支喘息の増悪
3　環境汚染化学物質によるアレルギーの増悪
4　香料とアレルギー

1.4　アレルギーの定義と病態
1　アレルゲン
2　アジュバント
3　アレルギー反応
4　IgE 介在性アレルギー疾患

1.5　免疫の仕組み
1　解剖学的バリア
2　免疫細胞
3　免疫細胞の存在部位
4　免疫応答
5　新しい免疫応答の分類
6　免疫応答の収束

1.6　アレルギー疾患の発症因子
1　アレルギー症は先進国ほど多い？
2　衛生仮説
3　エンドトキシン
4　環境中のエンドトキシン濃度

1.7　喘息と環境因子
1　喘息の発症・増悪因子
2　喘息の予防と改善法

1.8　化学物質の健康影響
1　生活の質の低下
2　ホルムアルデヒド
3　揮発性有機化合物（VOC）
4　環境たばこ煙
5　微生物に由来する化学物質
6　皮膚ガス（体臭）

1.9　アレルギーと化学物質過敏症
1.10　アレルギー疾患の治療法
1　室内塵ダニ
2　真菌アレルゲン
3　動物アレルゲン

2 室内環境とアレルギー 
—�環境アレルゲンの特徴と室内での実態

2.1　カビとアレルギー
1　カビの種類と特性（1）——カビの種類
2　カビの種類と特性（2）——住まい中のカビに
よるヒトの健康への影響とその汚染特性

2.2　ダニとアレルギー
1　ダニの種類と特性（1）——ダニ類の概要と住
居内に生息するダニ類について

2　ダニの種類と特性（2）——ダニと住まい
3　ダニアレルゲンの実態と防御

2.3　花粉とアレルギー
1　花粉とアレルゲン
2　室内のスギ花粉の実態と対処法

2.4　ペットとアレルギー
1　ペットのアレルゲン
2　室内のペットアレルゲンの実態と対処法

2.5　化学物質とアレルギー
1　感作性物質
2　ウレタン樹脂（ポリウレタン）の健康影響
3　有害な化学物質から体を守るための防衛反応

3 対策技術の現在と未来 
—�増やさない工夫と減らす工夫

3.1　室内環境アレルゲン対策の基本
1　発生源を除去する方法
2　発生源の発生強度を抑制する方法
3　空気清浄機等による汚染質除去
4　換　気

3.2　室内環境アレルゲンの動態
1　アレルゲンの存在箇所
2　粒子の表面の付着と分離
3　ハウスダストの再飛散

3.3　住宅換気の必要性
1　換気の方法1（機械換気）
2　換気の方法2（窓開け換気）
3　換気の注意点1（外気の汚染物質の侵入）
4　換気の注意点2（構造内部からの汚染物質の侵入）

3.4　温湿度制御と結露の防止
1　居住空間と湿度
2　健康維持のための湿度環境

3　結露を防ぐための計画

3.5　�全館空調住宅の性能−アレルギー対策を目
指した住まいの効果−

1　空気清浄機能を搭載する全館空調住宅の仕組み
9

2　空気清浄機能を搭載する全館空調住宅の効果

3.6　空気清浄機の除去性能
1　化学物質と微粒子
2　空気清浄機の除去性能−カビ（真菌）−

3.7　�開放型燃焼器具（暖房器具）からの汚染物
質と必要換気量

1　燃焼器具による室内空気汚染
2　室内汚染物質濃度の成り立ち
3　開放型石油暖房器具
4　実験の概要
5　CO2濃度
6　CO 濃度
7　NOx濃度
8　微小粒子濃度
9　酸素濃度
10　必要換気量

3.8　エアコン内のカビ汚染とそのメンテナンス
1　空調機内微生物汚染による人の健康への影響
2　空調機内の温湿度特性とカビ汚染の実態
3　空調機のメンテナンス

3.9　寝具の対策
1　小児アレルギー患者宅の環境整備（とくに寝具
対策）によるダニおよびダニアレルゲン対策と
患者の症状改善効果について

2　アレルゲン除去対策としての寝具の丸洗い

3.10　掃除機による床の花粉除去効果
3.11　市販のマスクろ材の花粉捕集効果
1　スギ花粉の特徴と防護器具
2　マスクの試験方法
3　マスク除去性能の実態

3.12　ダニ対策のための環境整理チェックリスト
1　ダニアレルゲン回避におけるわが国のガイドラ
インの現状

4 東日本大震災とダンプネス
4.1　はじめに
4.2　応急仮設住宅の真菌と温熱環境
4.3　�応急仮設住宅の室内環境と高齢者のダニア

レルゲン感作
4.4　住環境の変化と小児アレルギー疾患
4.5　津波被害住宅の室内環境の変化
4.6　帰宅困難地域の住宅の微生物汚染

1 アレルギー疾患と室内環境
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